
製造業におけるデジタル変革
~ 製造業のデジタル変革とその後の可能性~
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活用例について



活用例①：製造工程のミス軽減

何千何万回と繰り返される作業では、作業
者の努力だけでミスの発生をゼロにするの
は不可能です。「ミスは起こる」という前
提で対策をとる必要があります。

AIに標準的な作業手順の画像を学習させ
ることで、イレギュラーな動きや手順ヌ
ケがあるとすぐに警告します。作業者が
交替したり、カメラの角度が変わって
も、柔軟に対応できます。

IoT
/AI



活用例①：製造工程のミス軽減



活用例②：検品作業の効率化

目視での検品では、ミスが避けられませ
ん。小さな部品1点の不足がお客様に迷惑
をかけ、再発送の手間とコストにつなが
ります。複数人によるチェックも、簡単
ではありません。

AIによる画像検品は瞬時に完結。付属品
の色や形状が複数あるようなセットでも、
事前に学習させておくことで正確に判別
します。検品の精度を大きく向上させ、
効率化も実現します。

IoT
/AI



活用例②：検品作業の効率化



活用例③：工場の安全管理

人間の注意力は万全ではありません。
「事故は常に起こり得る」という前提で対
策を取ることが､事故を減らす近道です。
特に危険な場所では、監視システムの活用
が非常に有効です。

単なる監視カメラと違い、AIはヘルメット
や作業服の違いから必要な作業者と不注意
な進入者を判別したり、標識の文字を識別
して表示内容の変更に対応することも可能
です。

IoT
/AI



活用例③：工場の安全管理

車載カメラ
Stop 95%

Person98%

Slow 98%

フォークリフト前方に取り付けられたカメラ
の画像を、AIが常時監視

サインの内容を判断し、必要に応じて
ドライバーに通知・警告する

工場内の異常事象を検知（ドラム缶転倒など）し、
担当者に知らせ、対応する



コマツ様



第一歩を皆様と共に・・・

ありがとうございました





中部地区における
デジタル活用
最新動向



株式会社エフエスクリエーションについて



日本企業のAI・IoT導入

出展： 総務省・ICR・JCER「AI・IoTの取組みに関する調査」
http://www.soumu.go.jp/main_content/000610197.pd

中小企業：人手不足による事業継続・業務効率化 AI導入検討へ

大企業：既存サービスへのフィードバック
→サービス向上
→業務改善

IoT導入検討へ

http://www.soumu.go.jp/main_content/000610197.pd


解いておきたい誤解#1



解いておきたい誤解#2

恐れずに、ひるまずに、まずはトライアルを！



MachineLearningの
おさらい



Machine Learningとは

入力データ

特徴データ

パターン
認識 分類結果データ



今どきのMachine Learningとは

入力データ

特徴データ

パターン
認識 分類結果データ

特徴
解析



Cognitive Service(AI)とは

対象データ

特徴データ

パターン
認識 分類結果データ

特徴
解析

特徴データ
MSで提供



IoT/AI導入検討について



IoT/AI導入検討時のゴール設定について
～卵が先か鶏が先か のような話～

IoT/AIには明確なゴールが必要か？

→YesでもNoでもなく その方が望ましい。

先ほどの、セクションを振り返ると…
→必要条件としては、分類したいデータや物事があるかどうか



IoT/AI導入検討時のゴール設定について
～卵が先か鶏が先か のような話～

既存データ
既存データ

分析テーマとなり
えそうな結果

目的達成のための
データクレンジング

他の既存データでの再
分析

データ分析

教師データ
分類機の作成

教師データ
分類機の運用設計

データ利活用
運用

なし

あり繰り返し検証

既存データ
分析テーマとなり
えそうな結果

あり

データ採取から
検討

なし



IoT/AI導入検討時のゴール設定について
～卵が先か鶏が先か のような話～

テーマ/ゴール
＝目的

既存データでの
目的達成実現
可否検証

目的達成のための
データクレンジング

不足しているデータの
洗い出し

データ分析 データ採取

教師データ
分類機の作成

教師データ
分類機の運用設計

データ利活用
運用

No

Yes繰り返し検証



IoT/AI導入検討時のゴール設定について
～卵が先か鶏が先か のような話～

実際に何がどのように利活用できるか、答えはその企業様の中に存在す
る。だから やってみないとわからない。



事例のご紹介



デジタル利活用 事例１ ブラザー工業株式会社様
～データの脱サイロ化～



デジタル利活用 事例１ ブラザー工業株式会社様
～データの脱サイロ化→3か月で移行を完了～



デジタル利活用 事例１ ブラザー工業株式会社様
～データの脱サイロ化～

プロジェクトチーム

ブラザー工業様

アビームシステムズ様

エフエスクリエーション

技術ご支援

ご支援の主な内容
・Azure/Azure Data Lakeのレクチャー
・DataLake設計要素説明
・Cloud Design設計支援
・検証時技術QAご支援



デジタル利活用 事例１ ブラザー工業株式会社様
～データの脱サイロ化～



デジタル利活用事例２ 古川樹脂工業様
～過去のデータから加工方法の推定へ～



デジタル利活用事例２ 古川樹脂工業様
～過去のデータから加工方法の推定へ～

特徴の有無の確認
• 教師なし学習によるMLの実行
• 何らかの特徴量を含んでいるこ
とを発見

分類の可否の確認
• 教師あり学習によるMLの実行
• パターンマイニングの実行
• パターンにラベル化することが有
効と判明

推測の可否の確認
• Coming Soon



デジタル利活用事例２ 古川樹脂工業様
～過去のデータから加工方法の推定へ～

特徴の有無の確
認
• Azure ML Studio

分類の可否の確
認1
• Excel+PowerShell

分類の可否の確
認2
• MS SQL Sequence

Cluster Analytics



まとめとご紹介



2025年の崖

できるところから、まず トライアル。

まさに 習うより 慣れよ



AI/IoT 導入検討ご支援サービス

1トライアル ￥400,000～
お問い合わせ先

Sales@fscreation.co.jp

052-209-9866  辻村/豊田 宛て

mailto:Sales@fscreation.co.jp
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